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病理診断では、臓器や癌の種類によって異なる確定診断のための検査項目をガイドラインなどで調べる必要があ

り、診断基準が変更されたり新たな検査項目が追加されたりした場合は、最新の情報を個人で入手して更新する

必要がある。こうした病理診断業務の効率化を支援するために、複数のガイドラインを集約したマスタを作成

し、診断のための適切な検査項目を簡便に提示できるアプリケーションシステムを本研究では開発してきた。し

かし、ガイドライン情報は臓器や癌種毎に存在し、頻回に改定されることからマスタデータ作成における作業量

は膨大となり、管理作業の負担と情報更新の遅れが問題となっていた。今回我々はマスタデータの作成と更新作

業の効率化を目的として、病理診断ガイドアプリケーションへマスタデータ作成支援機能を実装し、検証を

行った。 

マスタデータは、最適なデータ構造を検討中であることから第一正規形としているため、マスタデータ作成支援

機能のインターフェースは、第二正規化および第三正規化に対応した形式とした。マスタデータ作成支援機能を

実装した病理診断ガイドアプリケーションを共同研究者が使用後、機能実装前後の作業量を数値的に比較した上

で使用後の感想をヒアリングした結果、マスタデータ作成にかかる負担を軽減できることが明らかとなった。 

マスタデータの作成と更新作業が効率化された結果、最新情報への更新時間が短縮され、診断の実情に適した病

理診断ワークフローの効率化による医師の負担軽減が期待される。



 第39回医療情報学連合大会（第20回日本医療情報学会学術大会）

 

 

病理診断ガイドアプリケーションのマスタデータ作成支援機能による効率化の検討 
池上浩樹*1、中西陽子*2、 

増田しのぶ*２ 、根東義明*3、五味悠一郎*４ 

*1 日本大学理工学部応用情報工学科、*2 日本大学医学部病態病理学系腫瘍病理学分野、 
*3 日本大学医学部社会医学系医療管理学分野、*４日本大学理工学部 

Examination of efficiency improvement by master data creation support 
function for pathological diagnosis guide application 

 Koki Ikegami*1, Yoko Nakanishi *2 , Shinobu Masuda *2, Yoshiaki Kondo *3, Yuichiro Gomi*4  
*1 Department of Computer Engineering, College of Science and Technology, Nihon University,  

*2 Division of Oncologic Pathology, Department of Pathology and Microbiology, Nihon University School of Medicine,  
*3 Division of Health Care Service Management, Department of Social Medicine, Nihon University School of Medicine,  

*4 College of Science and Technology, Nihon University 

 
In pathological diagnosis, examination items for differential diagnosis that differ depending on the type of organ and cancer 
need to be examined using guidelines. When diagnostic criteria will be changed or new examination items are added, 
pathologists will need to get the latest information personally. In order to support the efficiency of such pathological 
diagnostic workflow, an application system, that refer multiple guidelines’ information easily, has been tried to be 
developed in our recent research. However, since guideline information exists for each organ and cancer type and is revised 
frequently, the amount of work in creating master data becomes enormous, and the burden of management work and delay 
in updating information have become problems. In the present study, we implemented and verified a master data creation 
support function in the pathology diagnosis guide application for the purpose of creating and updating master data more 
efficiently. 
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1 緒論 
病理診断は患者から採取された臓器や細胞を病理医が観

察して行う医行為であり、特にがんの確定診断となることが多

い。正しい病理診断は、適切な医療が遂行されるために不可

欠である。最近は手術適応のない進行がんや再発がんの薬

物治療の開発が目覚ましいことから、病理診断に新たな要求

が生じ、病理診断における業務量も増加している。その一方

で、病理診断を担う病理医の人数は十分とは言えない状況

である。病理診断業務では、ヘマトキシリン・エオジン（H.E.）
染色による形態学的診断だけでなく、免疫染色や遺伝子検

査などの追加検査が求められるようになっている。これらの情

報は、臓器毎、診療科毎に更新されるため、病理医が個人で

把握するには膨大な情報量となり、迅速に更新していくことが

困難となっている。1) 

先行研究では、病理診断業務の効率化を支援するために

複数のガイドラインを集約したマスタを作成し、診断のための

適切な検査項目を簡便に提示できるアプリケーションシステ

ムを開発してきた。しかし、ガイドライン情報は臓器や癌種毎

に存在し、頻繁に改定されることからマスタ作成における作業

量は膨大となり、管理作業の負担と情報更新の遅れが課題と

なっていた。 

2 目的 
本研究の目的は、病理診断ガイドアプリケーションのマスタ 

作成と更新作業の効率化を図るためのマスタデータ作成支

援機能を病理診断ガイドアプリケーションに実装することであ

る。 

3 システムの概要 
本研究では、病理診断ガイドアプリケーションのマスタ作成

に使用していたマスタ作成機能 (Ver.0.1) と、マスタ作成と更

新作業の効率化を図るために作成したマスタデータ作成支

援機能 (Ver.0.2) がある。 

3.1 マスタ作成機能 Ver.0.1 
マスタ作成機能 Ver.0.1 は臓器、部位などの項目に分かれ

た CSV ファイルであり、情報を一つ一つ手入力してマスタを

作成する。 
図１は Ver.0.1 の画面表示である。 
 

図 1  マスタ入力画面 

3.2 マスタデータ作成支援機能 Ver.0.2 
マスタデータ作成支援機能 Ver.0.2 は診断名ごとに臓器や

部位などの情報を入力または選択していき、確認ボタンを押

すことでマスタ追加確認画面に遷移し、マスタ追加確認画面

で追加ボタンを押すことでマスタが作成する。マスタを作成す

る前にマスタの内容を変更したい場合は、ブラウザの戻るボタ

ンを押すことで前の画面に戻る。その際直前に入力されてい

たデータは保持している。 
図 2~3 は Ver.0.2 の画面表示である。 
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図 2 マスタ追加画面 

 

図 3 マスタ追加確認画面 

4 システム評価方法 
評価方法として、Ver.0.1 と Ver.0.2 でのマスタ作成を診断

名データごとの作成時間で計測し比較した。マスタ作成時間

を計測するにあたり、すでに完成されている肺マスタを参考に

し、理工学部応用情報工学科 4 学年生 1 名が行った。 
また、マスタ作成をする際にデータを入力した回数に対し

ても Ver.0.1 と Ver.0.2 で比較した。 

5 システムの評価結果 
システム利用によるマスタ作成作業の効率化を評価するた

めに、マスタ作成時間の計測を行って比較した。診断名ごと

にマスタ作成時間の計測を行った。結果を表 1 に示す。 

表 1 マスタ作成時間の比較 

診断名（診断名上

位、診断名下位） 
Ver.0.1 によるマス

タ作成時間 
Ver.0.2 によるマス

タ作成時間 
腺癌、腺癌 10 分 24 秒 5 分 11 秒 

カルチノイド腫瘍、定

型カルチノイド 
26 分 41 秒 13 分 34 秒 

 
腺癌のマスタデータ作成は Ver.0.1 による場合、10 分 24

秒であり、Ver.0.2 による場合、5 分 11 秒であった。カルチノイ

ド腫瘍のデータ作成は Ver.0.1 による場合、26 分 41 秒であ

り、Ver.0.2 による場合は 13 分 34 秒であった。 
次にデータ入力回数の比較を行った。Ver.0.1 では腺癌と

カルチノイド腫瘍のデータを合わせて入力回数が 336 回だっ

たのに対して、Ver.0.2 では入力回数が 76 回で、入力作業の

低減が示された。 

6 考察 
今回、病理診断ガイドアプリケーションにおけるマスタデー

タ入力作業の効率化を目的として、入力支援システムの有用

性を検討した。手入力と、入力支援システムの比較評価の結

果、入力支援システムを利用することで、マスタ作成時間は

約半分ほどの時間短縮効果が期待できると考えられた。また、

入力回数の大幅な低減も確認できた。 
入力支援システムでは、汎用性の高い項目は文字入力で

はなく選択方式を採用している。また、入力内容の保存機能

を持たせたことから、誤入力の確認と改訂作業も効率化され

たと考えられる。 
さらに今後、マスタ更新作業の効率化と負担軽減を図るた

め、マスタのデータベース化などによる簡便な呼び出し、修

正機能の付加も検討していく予定である。 

7 結論 
病理診断ガイドアプリケーションシステムによる診断業務ワ

ークフローの効率化が期待されている。このシステムの実用

性向上のためには、マスタデータの適切かつ迅速な更新が

必須である。本研究では、マスタ入力支援システムを同時に

開発することにより、マスタの更新作業を作業量、作業時間と

もに軽減し、効率化させることが示された。 

8 参考文献 
1 上原剛. 病理医の現状と展望. 信州大学医学部病態解析診

断学講座. [http://s-
igaku.umin.jp/DATA/58_02/58_02_02.pdf(cited2019-
Sep-7)] 

2 特定非営利活動法人日本肺癌学会. 肺癌診療ガイドライン

2018 年版 ver1.1 悪性胸膜中皮種・胸腺腫瘍含む. 特定非営

利活動法人日本肺癌学会. 

[https://www.haigan.gr.jp/modules/guideline/index.php?c
ontent_id=3(cited2019-Sep-4)] 

3 Code campus. PHP での CSV ファイルの読み込みや書き込み

方法を解説！ Code campus. 

[https://blog.codecamp.jp/programming-php-csv-
loading(cited2019-Sep-4)]  

9 謝辞 
本研究は、日本大学学術研究助成 社会実装研究(平成

30－令和元年度)により行った。 

 3-P2-1-03／3-P2-1：ポスター3 医療支援

第39回医療情報学連合大会 39th JCMI（Nov., 2019） - 718 -

http://s-igaku.umin.jp/DATA/58_02/58_02_02.pdf
http://s-igaku.umin.jp/DATA/58_02/58_02_02.pdf
https://www.haigan.gr.jp/modules/guideline/index.php?content_id=3
https://www.haigan.gr.jp/modules/guideline/index.php?content_id=3
https://blog.codecamp.jp/programming-php-csv-loading
https://blog.codecamp.jp/programming-php-csv-loading

